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Metallicity Gradientはフィードバックの指標になる
Gibson+13ではz=2で
‐ Normal feedback (SN Energyの10‐40%が過熱に使われる)

では‐0.3dex/kpc
‐ Enhanced feedbackではフラットになる
と予想されている

KMOS‐3D
‐ z=0.6‐2.7
‐ 180天体（これまでの3倍のサンプル

/5年サーベイの2年分）
‐ CANDELS‐UDS, COSMOS, GOODS‐S
‐ AGN fraction は~8%
‐ Seeing~0.55”

Mass Metallicity Relation
‐ ほかの結果と合致
‐ sSFRによっては変わらず
‐ 環境依存性はかすか。

見えていない？

Abundance Gradients
‐ ほとんどフラット(Fig 6)
‐ 15/180が3シグマで傾きあり
‐ 中心のほうがlow metal (positive gradient) はほとんどいない

Fig 10:ほぼフラットなmetallicity gradient
‐ 強いフィードバックが必要
‐ あるいは中心へのcold inflowでもいい？
‐ interactionでかき回されてるわけではない？(Fig 9)
ただし、バイアスされている可能性あり
‐ beam smearing
‐ Shockによる銀河の外側でのNIIのenhancement

まとめ：つよいフィードバック
が必要そう




